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研究成果の概要（和文）：本研究では，断層粘土の直接年代測定法の確立を目的として，断層試料からの粘土鉱物の高
純度分離法を構築し，鉱物学的解析および感度法によるK-Ar年代測定を試みた．その結果，細粒の試料ほど若い年代が
得られ，より低温（約100℃）で晶出する粘土鉱物の割合が高いことが明らかになった．しかし，さらに低温で晶出す
る鉱物についてはKを含まないため年代が検出できず，年代値は断層の最終活動年代ではなく，約100℃以上での活動の
最終期と解釈することが妥当だという結論に至った．今後，断層帯での粘土鉱物の晶出や年代測定の前提条件について
基礎研究が必要である．

研究成果の概要（英文）：Recent studies highlighted the potential to determine the age of faulting by using
 K-Ar dating of clay minerals in fault zone. However, the challenge remains difficult due to the possibili
ty of contamination by old K-bearing minerals of the host rock. 
In order to establish a direct dating method for clay minerals in fault zone, precise clay separation comb
ined with mineral characterization of fault gouge samples, and dating by unspiked K-Ar method was conducte
d. The finer fractions yield younger K-Ar ages, and contain larger amount of low-temperature type clay, su
ggesting enrichment in more recently grown clay minerals. Because K-Ar dating cannot detect no-potassium c
lay which formed <100 degree C, the ages mean the latest timing of faulting under >100 degree C temperatur
e environment. Further fundamental studies about fault clay and requirements in dating are needed.
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部での断層を対象とする場合等には適用で
きない
の放射年代を直接求める試みが行なわれて
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Snellenburg (1971)
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的特徴を併せて
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and Manckeltow, 2004
未だ研究例は少なく
千万年の古い断層試料に限られているため
活断層のような若い活動の検出に向けて手
法を高度化し
る。 
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 さらに，鉱物学的解析の結果、従来は原岩
由来とされていた高温型の粘土鉱物も含ま
れており、花崗岩では原岩には粘土鉱物は含
まれないため、断層運動に伴って流入する熱
水の温度によって、高温型の粘土も晶出しう
ることが明らかになった。この結果は，従来
の年代解釈法の前提条件を大きく変えるも
のであり、今後さらに基礎実験等により検討
が必要である。また、細粒試料には
代値に反映されないカリウムを含まない粘
土鉱物も多く含まれていることが明らかに
なり、
層の最終活動時期と解釈できないことがわ
かった。
−高槻構造線の断層試料についても，細粒フ
ラクションについて
20〜
代は原岩の砕屑物の混入では説明できず、
リウムを含む
活動した
のが妥当だろう。当初の目的では
活動時期を検出できると予想していたが，
料から得られる年代の解釈のためには様々
な検討が必要であり、断層帯の複雑な
環と熱環境、年代測定の前提条件についても
さらに今後検討が必要である
高槻構造線についての成果は国際誌に投稿
準備中である。
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